
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

静
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

３
月
19
日
と
４
月
16
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
令
和
７
年
北
九
州
市
定
例

表
彰
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
北
九
州
市
定
例

表
彰
の
報
告
が
あ
り
、
御
開

自
治
区
会
市
民
防
災
会
仲
賢

六
郎
会
長
が
消
防
署
長
表
彰

を
受
章
し
た
。

●
民
生
委
員
児
童
委
員
一
斉

改
選
に
つ
い
て

　
今
年
行
わ
れ
る
民
生
委
員

児
童
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
一
斉
改
選
に
伴
い
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
候
補
者
推

薦
依
頼
の
説
明
が
市
役
所
保

健
福
祉
課
長
か
ら
あ
っ
た
。

●
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

事
業
の
周
知
に
つ
い
て

　
北
九
州
市
で
は
、
子
ど
も

の
犯
罪
被
害
防
止
を
目
的
に

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

犯
罪
の
起
こ
る
原
因
を
「
人
」

で
は
な
く
「
場
所
」
に
注
目

し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
危

険
な
場
所
を
理
解
、
判
断
で

き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
大
学
生
と
共
に
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
取
り
組
み
。

こ
の
事
業
の
地
域
の
小
学
校

へ
の
周
知
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
安
全
・
安
心
推
進
課
】

●
令
和
７
年
国
勢
調
査
へ
の

協
力
依
頼
に
つ
い
て

　
今
年
10
月
に
全
国
一
斉
の

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。

八
幡
西
区
で
は
約
11
万
世

帯
・
24
万
人
が
対
象
と
な
り
、

大
規
模
で
重
要
な
調
査
が
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
調
査

員
の
推
薦
依
頼
が
あ
っ
た
。

●
表
彰
の
推
薦
に
つ
い
て

　
表
彰
に
つ
い
て
、
団
体
及

び
個
人
が
推
薦
さ
れ
た
（
敬

称
略
・
本
紙
配
布
地
域
の
該

当
者
掲
載
）。

県
知
事
表
彰
（
生
活
環
境
改

善
事
業
功
労
者
及
び
環
境
衛

生
改
善
模
範
地
区
）
団
体=

大
平
環
境
衛
生
協
会
、
個
人

=

前
田
孝
夫
（
光
貞
台
）
・

木
村
栄
久
（
大
膳
）

市
環
衛
連
会
長
表
彰
（
環
境

衛
生
地
区
組
織
育
成
功
労

者
）
桑
原
一
夫
（
本
城
東
）

市
長
感
謝
状
（
地
区
組
織
育

成
功
労
者
）
綱
分
ふ
さ
代

（
本
城
柳
原
）

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講

座
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験

講
座
」
は
、
自
治
会
・
町
内

会
活
動
支
援
の
一
環
と
し
て

令
和
３
年
度
か
ら
開
始
。
令

和
７
年
度
も
引
き
続
き
自
治

会
・
町
内
会
加
入
者
を
対
象

に
実
施
す
る
た
め
、
参
加
者

募
集
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
う
ま

く
活
用
で
き
な
い
方
、
こ
れ

か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
、
操
作
を
実
際
に
体
験

し
て
み
た
い
方
な
ど
を
対
象

に
、
入
門
編
、
基
本
編
、
座

学
編
の
７
講
座
か
ら
最
大
２

つ
ま
で
受
講
可
能
。
参
加
申

し
込
み
は
、
原
則
町
内
会
単

位
、
組
み
・
班
単
位
（
５
〜

20
名
）
。

　
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
振
興
課

☎
５
８
２
・
２
１
１
１
へ
。

●
第
22
回
折
尾
地
区
自
治
区

会
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
参

加
者
募
集
に
つ
い
て

　
６
月
22
日
、
折
尾
ス
タ
ー

レ
ー
ン
で
開
催
。
３
人
チ
ー

ム
戦
で
１
人
３
ゲ
ー
ム
。

チ
ー
ム
参
加
費
４
５
０
０
円

（
１
人
１
５
０
０
円
・
貸
靴

料
込
）
。
申
込
み
は
６
月
８

日
ま
で
に
各
自
治
区
会
へ
。

●
国
際
電
話
利
用
休
止
手
続

き
、
警
察
官
が
代
行

　
こ
こ
数
年
、
国
際
電
話
を

悪
用
し
た
特
殊
詐
欺
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
詐
欺
が
急
増
。

特
殊
詐
欺
に
使
わ
れ
た
電
話

番
号
の
約
６
割
が
国
際
電
話

で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
被
害
の
９
割
が
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
誘
導
し
て
い
る
。

　
警
察
で
は
、
詐
欺
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
国
際
電

話
の
利
用
休
止
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

へ
の
知
ら
な
い
人
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
友
達
追
加
の

拒
否
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
外
国
か
ら
の
電
話
は
、
国

際
電
話
の
利
用
休
止
の
申
込

み
を
す
れ
ば
停
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
手
続
き
が
難
し

い
方
は
、
警
察
官
が
代
行
。

折
尾
警
察
署
ま
で
連
絡
を
。

　
４
月
定
例
会
終
了
後
、
引

き
続
き
折
尾
地
区
自
治
区
会

連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
事
業
・
決
算
及

び
会
計
監
査
の
報
告
、
並
び

に
令
和
７
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
連
合

会
防
犯
部
会
（
木
村
栄
久
会

長
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
承

認
さ
れ
た
。

●
令
和
７
年
度
事
業
計
画

　
令
和
７
年
度
は
、
折
尾
地

区
32
自
治
区
会
が
相
互
の
連

携
を
密
に
し
て
、
共
通
の
理

解
と
目
標
を
持
ち
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
美
し
く
、
住
み

よ
い
、
活
気
あ
る
折
尾
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

１ 

定
期
的
（
原
則
第
３
水

曜
日
）
に
定
例
会
議
を
開
催

し
て
、
連
絡

･

協
議
を
行

い
ま
す
。

２ 

各
種
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

研
修
や
自
己
研
鑽
に
努
め
、

知
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

３ 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
に
努
め
ま
す
。

４ 

公
園
、
河
川
、
駅
周
辺

な
ど
の
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

５ 

自
治
区
会
加
入
促
進
及

び
新
し
い
自
治
区
会
作
り
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

６ 

地
域
広
報
紙
「
じ
ゃ
ー

な
る
洞
南
」
の
配
布
を
通
し

て
、
地
域
に
当
連
合
会
へ
の

活
動
支
援
を
呼
び
か
け
ま
す
。

７ 

お
り
お
未
来
21
協
議
会

の
活
動
を
全
面
的
に
支
援
し

ま
す
。

８ 

そ
の
他
、
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

行
い
ま
す
。

折尾地区自治区会

連合会定例会・ 総会

新
年
度　

事
業
計
画
・
予
算
案
を
承
認

定

　 例

　 会

総

　
　
　 会

令和７ 年度 折尾地区自治区会連合会･会員名簿（ 敬称略）

役　 　 　 職 区会名 氏　 　 名 住　 　 所 電話番号

会 長 本 城 東 桑原　 一夫 本城東5丁目16-10 691－1148
折尾ブロッ ク

陣 原 秋吉　 泰志 陣原5丁目5-16 691－1566

副 会 長 折尾赤坂 井上　 義弘 本城東6丁目4-16 080-2755-0411

友 田 高橋　 正治 友田3丁目4-26-503 603－0016

折 尾 北 末吉　 隆一 光明1丁目5-2-505 602－2288

折 尾 西 大我憲太郎 折尾4丁目29-11 602－0407
則松ブロッ ク

事 務 局 長 則 松 東 梶原　 靜夫 則松7丁目14-11 603－3057

監 事 松 寿 山 萩峯　 節雄 松寿山1丁目10-12 692－0743

則 松 西 和田　 貞子 則松2丁目2-3 603－2544

則松団地 和田　 幸三 則松5丁目17-7-104 090-7459-9368

長　 崎 高橋　 謙一 東折尾町11-17 601－1423

折 尾 東 大庭　 武司 南鷹見町6-46 602－7207

環衛連会員 折 尾 南 渡辺　 　 保 美吉野町10-13 603－4650

副会長・ 防犯部会長 大　 膳 木村　 栄久 西折尾町8-19 691－0629

日 吉 台 堤　 　 伸矢 日吉台3丁目26-16-209 090-2853-9977

本城ブロッ ク

監 事 本城柳原 綱分ふさ 代 本城東1丁目8-17-509 691－3615

御　 開 仲　 賢六郎 御開4丁目14-22 603－3332

環衛連会員 本　 城 小田　 廣幸 本城3丁目25-28 070-5410-7206

本 城 東 梅下　 勝己 本城東2丁目8-30 090-2968-5596

副 会 長 本城西力丸 水ノ 江光義 力丸町4-26 601－4494

本城西市住 原　 　 保美 千代ヶ 崎2-3-2-105 603－1876

本城西県 淡野　 篤子 千代ヶ 崎3-10-2-306 691－4419

本城西大浦 太川　 健治 千代ヶ 崎1丁目7-18 603－5965

本城西大平 篠原廣一郎 医生ケ丘5-23 691－4641

光 貞 台 前田　 孝夫 光貞台3丁目29-2 603－8415
浅川ブロッ ク

浅川学園台 松本　 正樹 浅川学園台3丁目3-16 090-8352-2374

藤　 原 三好　 和義 藤原4丁目15-3 070-2348-0527

浅川本村 村田　 隆弘 浅川2丁目10-39 080-3170-0032

副会長・
防犯部会副部会長

浅川台小松 安部　 俊一 浅川台1丁目1-1 090-6895-6586

浅川エメ ラ ルド 広瀬　 昭利 浅川台2丁目15-1 602－1190

浅川日の峯 貞末　 輝正 浅川台1丁目23-27 090-8911-1250

連合会、防犯部会
会 計・ 広 報 委 員

三 ツ 頭 堤野　 久男 三ツ頭2丁目6-7 691－6136

浅川イト ーピア 伊藤　 邦晴 浅川日の峯1丁目29-4 602－6871

※ゴシッ ク文字は新任自治区会長

院　 長　 　 大　 楽　 雅　 史

大浦1 丁目1 3 1ー 4  （ 産医大正門前通り ）

電　 話　 0 9 3 ｰ6 0 3 ｰ8 3 9 3

だ い ら く 小 児 科
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３
月
26
日
、
則
松
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
萩
峯
節
雄
会

長

）
主

催

の

は

つ

ら

つ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
、
12

名
が
瀬
板
の
森
ま
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　
則
松
市
民
セ
ン
タ
ー
横
の

則
松
西
１
号
公
園
を
出
発
し

た
一
行
は
、
金
山
川
左
岸
の

ち
ら
ほ
ら
開
花
し
た
桜
ア
ー

チ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
３
月
30
日
、
陣
原
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
秋
吉
泰
志
会

長
）
主
催
の
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
あ
り
、
47
名
が
瀬
板
の

森
を
散
策
し
た
。

　
旗
頭
神
社
を
出
発
し
た
一

行
は
、
国
道
３
号
線
の
歩
道

を
通
り
、
瀬
板
の
森
北
口

ゲ
ー
ト
か
ら
入
園
。
満
開
の

桜
並
木
の
道
を
上
り
、
石
の

ゲ
ー
ト
を
通
っ
て
目
的
の
中

　
３
月
５
日
、
浅
川
本
村
公

民
館
（
福
井
美
喜
男
館
長
）

で
新
春
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

を
上
流
に
向
け
て
進
み
、
途

中
か
ら
瀬
板
の
森
方
面
へ
舵

を
切
っ
た
。
道
端
に
咲
い
た

央
休
憩
所
に
到
着
。
休
憩
所

前
の
芝
生
広
場
で
ゲ
ー
ム
や

昼
食
を
楽
し
み
な
が
ら
現
地

が
あ
り
、
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
予
定
人
数
30
名
を
大
幅

に
超
え
る
84
名
が
来
場
。
日

タ
ン
ポ
ポ
や
ホ
ト

ケ
ノ
ザ
な
ど
春
の

野
草
を
愛
で
な
が

ら
無
事
瀬
板
の
森

入
り
口
に
到
着
。

小
休
止
の
後
、
花

の
丘
や
水
の
丘
な

ど
公
園
を
散
策
し
、

中
央
休
憩
所
で
昼

食
。
芝
生
広
場
で

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し

み
、

公

園

北

ゲ
ー
ト
を
通
っ
て

帰
途
に
就
い
た
。

解
散
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
は
各
々

周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
散

策
。
満
開
の
桜
の

下
で
写
真
を
撮
っ

た
り
、
芽
吹
い
た

ば
か
り
の
新
緑
や

道
端
の
野
草
を
眺

め
た
り
し
な
が
ら

春
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　
今
年
は
３
月
下

旬
の
寒
さ
で
桜
の

　
柔
ら
か
な
日
ざ
し
の
中
、

参
加
者
は
春
を
感
じ
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
満
喫
し
た
。

開
花
時
期
が
長
く
な
り
、
見

ご
ろ
の
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

な
っ
た
。

暮
れ
の
ひ
と
時
を
ジ
ャ
ズ
の

世
界
に
浸
っ
た
。

こ
の
催
し
は
、
浅
川
市
民

　
３
月
29
日
、
光
貞
校
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
篠
原
廣

一
郎
会
長
）
の
健
康
づ
く
り

事
業
委
員
会
（
栗
原
百
代
委

員
長
）、
光
貞
校
区
社
会
福

祉
協
議
会
（
前
田
孝
夫
会

長
）、
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー

（
冨
田
孝
浩
館
長
）
い
き
い

き
子
ど
も
講
座
共
催
で
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
あ
り
、

18
人

の

参

加

者

が

春

の

　
４
月
22
日
、
折
尾
東
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
（
茂
岡
重
男

会
長
）・
保
健
福
祉
部
会

（
磯
野
純
一
部
会
長
）
主
催

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、

雨
天
の
た
め
室
内
競
技
に
変

更
さ
れ
、
折
尾
東
市
民
セ
ン

タ
ー
（
寺
本
裕
美
館
長
）
に

集
ま
っ
た
12
人
の
参
加
者
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
キ
ャ
ッ

チ
ン
グ
・
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ

イ
ボ
ー
ル
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
な

ど
を
味
わ
い
な
が
ら
フ
タ
リ

ボ
ッ
テ
ィ
（
サ
ッ
ク
ス=

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　
あ
ち
こ
ち
で
桜
の
開
花
が

始
ま
り
、
コ
ー
ス
途
中
の
Ｊ

ク
」
で
汗
を
流
し
た
。

　
こ
の
競
技
は
、
横
一
列
に

並
び
、
位
置
を
変
え
な
が
ら

よ
」
の
ジ
ャ
ズ
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
披
露
さ
れ
、
二
人
の
息
の

合
っ
た
演
奏
に
会
場
か
ら
大

Ｒ
本
城
駅
近
く
の

桜
並
木
の
開
花
を

眺
め
な
が
ら
、
目

的
地
の
折
尾
西
公

園
に
無
事
到
着
。

新
緑
香
る
公
園
で

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
や
昼
食
を
楽
し

ん
だ
後
、
現
地
解

散
し
て
各
自
折
尾

駅
周
辺
な
ど
を
散

策
し
て
帰
途
に
就

い
た
。

　
折
尾
西
公
園
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
倒

さ

ず

に

何

回

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る

か
を
競
う
も
の
で
、

参
加
者
は
、「
セ
ー

ノ
、
ト
ン
、
ト
ン
、

パ
ッ
」
と
い
う
掛

け
声
に
合
わ
せ
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
床

に

２

回

突

き
、

「
パ
ッ
」
で
右
隣

の
人
の
２
本
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
移
動

し
て
キ
ャ
ッ
チ
。

桜
の
開
花
は
ま
だ
早
か
っ
た

が
、
参
加
者
は
途
中
の
景
色

に
春
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た
。

練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
段
々

上
達
し
て
い
っ
た
。
休
憩
後

は
脳
ト
レ
を
楽
し
ん
だ
。

　
公
民
館
で
ジ
ャ
ズ
と
い
う

初
め
て
の
催
し
は
大
盛
会
の

う
ち
に
終
了
。
観
客
か
ら
再

　 折尾駅前学園大通り 口広場をメ イ ン会

場に「 折尾ま つり 」 が開催さ れる 。 昭和

62 年から 開催さ れた折尾ま つり は第 36

回を迎え、 折尾を 代表する イ ベント と し

て定着し ている 。

　 初日は 17 時から 21 時ま で、 ま つり の

定番「 アジアの音楽と 踊り 」 や「 折尾神

楽」 のほか、大学生企画、ステージショ ー、

太鼓演奏など 盛り 沢山。 異国の料理が楽

し める 「 国際屋台村」 など、 国際色豊か

でバラ エティ ーに富んだイ ベント も 楽し

める 。 ２ 日目は 10 時から 17 時ま で、 ち

びっ 子企画、 ダン ス 、 ス テージショ ー、

園児・ 中学生の演奏、 特別企画、 太鼓演

奏、 お楽し み抽選会など が予定さ れてい

る 。 また、 駅長おすすめの JR 九州ウ ォ ー

キングも 同時開催さ れ、 多く の観客が見

込まれる 。

【 問い合わせ】

折尾まつり 実行委員会（ 協同組合折尾商連内）

☎６ ９ １ －１ ４ ６ ２

則松まちづく り 協議会

桜の開花を
楽しみに

折尾駅前学園大通り 口広場

76 8

ᇹ36 
ᣃܖ � ・ ・ ・・

陣原まちづく り 協議会

満開の桜を

満喫！

桜ウォーキング

折尾東まちづく り 協議会

ニュ ース ポーツ で

汗を流す

瀬板の森公園入口で記念撮影

目的地の折尾西公園でゲームを楽し む参加者

満開の桜並木の坂を歩く 参加者

キャ ッ チング・ ザ・ スティ ッ ク を楽し む参加者

行政書士による
無料相談会開催

　 ５ 月21日10 時～16時（ 予約不要） 、

折尾まちづく り 記念館にて

暮ら し の相談

相続や遺言、 成年後見、 農地の

売買、 車の名義変更など

交通事故の相談・ 仕事の相談 

各種営業許認可・ 免許申請、 法

人設立・ 運営支援、 契約書・ 請

求書等の作成など

外国人・ ビ ザの相談

在留資格関係、 帰化・ 永住許可

申請など

問合わせ

福岡県行政書士会北九州西支部

☎０ ８ ０ －１ ７ ６ １ －９ １ １ ３

阿　 部
 ・  
֍ ಸ  

ȁভ  

࿒ ࡇେ◌ୗ ୷ య ◌ॄ २ ಢส ฦ Ή ˍ ˏ Ȝ ˎ ː

˰ ȁ ˒ ˎ Ȇ ˎ ˎ˨ ˌ ˌˡ ˍ

理事長・ 院長　 田中　 弘

北九州市八幡西区力丸町 11 2ー2

内科・ 腎臓内科・ 人工透析

医療法人

医生ヶ 丘ク リ ニッ ク

TE L： 09 3 6ー 0 1 5ー 5 55

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
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で
新
春
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

に
超
え
る
84
名
が
来
場
。
日

　
一
般
財
団
法
人
北
九
州
文

学
協
会
が
主
催
す
る
第
18
回

北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
の

川
柳
部
門
（
全
国
か
ら
の
応

募
数
67
句
）
で
、
本
紙
投
稿

の
松
石
康
男
さ
ん
（
浅
川
日

　
こ
の
催
し
は
、
浅
川
市
民

セ
ン
タ
ー
の
前
館
長
原
田
弘

恵
さ
ん
が
以
前
か
ら
描
い
て

い
た
「
ジ
ャ
ズ
を
昭
和
レ
ト

ロ
の
公
民
館
で
」
と
い
う
構

想
が
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
や
地

域
の
協
力
で
実
現
し
た
も
の
。

北
九
州
を
中
心
に
演
奏
活
動

を
し
て
い
る
フ
タ
リ
ボ
ッ

テ
ィ
と
い
う
二
人
組
の
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
を
招
い
て
「
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ジ
ャ
ズ
」
コ
ン

サ
ー
ト
が
催
さ
れ
た
。

　
観
客
は
、
入
り
口
で
配
ら

れ
た
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
、
ハ

の
峯
）
が
見
事
「
特
選
」
を

受
賞
。
３
月
15
日
の
表
彰
式

で
受
賞
し
た
。

受
賞
作
品

　「
愛
お
し
い
国
で
す

日
傘
差
し
掛
け
る
」

ボ
ッ
テ
ィ
（
サ
ッ
ク
ス=

近
藤
タ
ケ
ユ
キ
・
ピ
ア
ノ=

渡
辺
大
樹
）
の
演
奏
と
ト
ー

ク
を
楽
し
ん
だ
。

　
お
馴
染
み
の
「
テ
イ
ク

フ
ァ
イ
ブ
」
が
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
演
奏
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
「
酒
と
バ
ラ
の
日
々
」

「
こ
の
素
晴
ら
し
き
世
界
」

ほ
か
ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー
が

次
々
に
演
奏
さ
れ
、
観
客
は

ジ
ャ
ズ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

浸
っ
て
い
た
。

　
後
半
は
「
男
は
つ
ら
い

合
っ
た
演
奏
に
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

う
ち
に
終
了
。
観
客
か
ら
再

開
を
望
む
声
も
出
て
い
た
。

　
今
年
は
、
桜
の
花
も

残
る
春
の
日
差
し
の
中
、

４
月
よ
り
赤
坂
市
民
セ

ン
タ
ー
の
館
長
と
し
て

　
満
開
の
桜
や
色
鮮
や

か
な
花
木
に
囲
ま
れ
、

４
月
よ
り
浅
川
市
民
セ

ン
タ
ー
館
長
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。

　
浅
川
市
民
セ
ン
タ
ー

参
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
や
セ
ン
タ
ー

職
員
さ
ん
の
優
し
さ
に
包
ま

れ
て
お
仕
事
が
で
き
、
日
々

と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
赤
坂
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は

心
温
ま
る
素
敵
な
文
字
が
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
坂
市

の
所
在
す
る
浅
川
は
、
古
く

は
洞
海
湾
の
一
部
で
、
大
船

も
通
り
田
を
開
墾
し
村
落
が

で
き
、
長
い
年
月
を
か
け
地

域
住
民
と
共
に
発
展
し
続
け

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
閑
静

な
住
宅
街
が
広
が
り
、
学

業
・
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ

て
い
る
学
校
が
多
く
、
教
育

に
非
常
に
関
心
の
高
い
住
民

民
セ
ン
タ
ー
に
入
る
と
公
衆

電
話
の
上
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
ど
う
せ
年
を
と
る
な
ら

陽
気
な
笑
い
で
こ
の
顔
に
皺

を
つ
け
た
い
」
と
い
う
文
字

も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
赤
坂

市
民
セ
ン
タ
ー
に
縁
あ
っ
て

来
ま
し
た
。
陽
気
に
地
域
の

が
集
ま
っ
て
お
り
、
新
館
長

と
し
て
も
貴
重
な
経
験
と
出

会
い
が
で
き
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
川
市
民
セ
ン
タ
ー
は
主

体
的
に
学
び
続
け
る
住
民
の

活
動
の
場
で
あ
り
、
新
し
い

情
報
や
前
向
き
な
思
考
を
深

め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

方
々
と
笑
い
会
え
て
、
居
心

地
の
良
い
市
民
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

学
び
の
場
、
集
い
の
場
、
出

会
い
の
場
な
の
で
す
。
気
軽

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
一
同
（
笑
顔
で
）
皆
さ

ん
方
を
お
待
ち
致
し
て
お
り

ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
ま
す
。
新
館
長
と
し
て
住

民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
の
健

康
や
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
有

益
な
場
つ
く
り
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
と
志
を
共
に

一
緒
に
学
び
、
語
り
合
う
こ

と
で
人
生
が
よ
り
豊
か
と
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
皆
様

と
共
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
尽
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
坂
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長

　
坂

　
田

　
佳

　
子

居
心
地
の
良
い
市
民
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た
い

浅
川
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長

　
上

　
中

　
香
代
子

皆
様
と
志
を
共
に
一
緒
に
学
び
、
語
り
合
い
た
い

松
石
康
男
さ
ん

　
川
柳
で
「
特
選
」
受
賞

　
　

北
九
州
文
学
協
会 

文
学
賞

春の夕べの大人タ イ ム
ワイン片手にジャズを楽しむ

ト ワイライト ジャズ[浅川本村公民館]
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ジャ ズの演奏に浸る観客

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

孫
帰
省
庭
の
花
桃
咲
き
迎
え

大
我

　
俊
輔
（
折

　
尾
）

薫く
ん
ぷ
う風

よ
世
界
中
に
吹
き
わ
た
れ

長
田

　
光
子
（
光
貞
台
）

花
冷
の
笑
う
て
話
す
車
庫
の
中

原
田

　
和
代
（
美
吉
野
町

）

曲
が
る
や
う
菜
の
花
か
す
み
川
の
ぼ
る

赤
沼

　
包
雄
（
光
貞
台
）

西
行
の
令
和
の
弟
子
が
末
席
に

中
村

　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
桜
を
称
へ
酒
を
た
し
な
む

は
る
ば
る
と
探
し
訪
ね
た
西さ

い

と

ば

る

都
原

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
桜
と
古
墳
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て

桜
散
り
青
葉
繁し

げ

り
て
春
が
往ゆ

く

田
代

　
倫
子
（
則

　
松
）

　
　
里
も
静し

ず

ま
り
季と

き節
は
移う

つ

ろ
う

ピ
ッ
カ
ピ
カ
ラ
ン
ド
セ
ル
の
一
年
生

篠
﨑

　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
み
な
健す

こ

や
か
に
大
き
く
な
あ
れ

桜
咲
く
ワ
シ
も
観
て
く
れ
菜
の
花
を

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯

）

回
転
寿
司
絵
ざ
ら
を
避
け
て
高
く
積
み

堤
野

　
久
男
（
三
ツ
頭
）

ス
タ
ン
ス
を
変
え
る
と
翔
べ
る
か
も
私

時
津
み
つ
こ
（
藤

　
原
）

能
登
の
海
ホ
タ
ル
の
イ
カ
が
告
げ
る
春

濵
田

　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯

）

戒
め
が
追
憶
に
な
る
昭
和
史
の

中
西

　
照
夫
（
日
吉
台
）

筍
が
高
く
て
買
え
ず
時
期
終
わ
る

松
石

　
康
男
（
浅
川
日
の
峯

）

手
を
つ
な
ぐ
恥
じ
ら
い
よ
り
も
杖
代
わ
り

野
路

　
　
広
（
浅
川
日
の
峯

）

アールリ ハビリ クリ ニッ ク

院長 白石純一郎　 則松 6 丁目1 5 -3 8 　 0 9 3 -6 9 2 -6 6 6 6

肩や腰の痛みでお困り の方、

スポーツによる怪我でお困り の方、

パーキンソン病や

脳卒中でお困り の方、

お気軽にご来院く ださ い。

■福岡県知事許可（ 1）第16450号

■（ 社）福岡県宅地建物取引業協会会員

八幡西区千代ヶ 崎2-2-14　 スタ ディ ハイツⅡ1F
TEL（ 093）555-4840　 FAX（ 093）777-2337

E-ma il:ma in@ da ig a k u-ma e.com
http ://da ig a k u-ma e.com/

大学前不動産株式
会社

　
　 じ

ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　 電
話

　 ０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

　 怒
り
に
と
ら
わ
れ
る
の
は
毒
を
飲
ん
で
相
手
が
死
ぬ

こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
な
も
の
と
お
釈
迦
様
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
怒
り
に
怒
り
で
応
じ
、
怒
り
に
と

ら
わ
れ
る
と
、
ペ
ー
ス
を
乱
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
自

身
を
苦
し
め
る
の
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　 第
18
世
住
職

　 安
武
宣
哉

『
怒
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
怒
り
に
打
ち
勝
て
』

Ȭ ˏ ȭ

mailto:main@daigaku-mae.com
http://daigaku-mae.com/


　
代
官
所
は
野
村
東
馬
の
住

居
を
兼
ね
、
村
人
は
直
接
お

城
と
は
い
わ
な
か
っ
た
け
れ

ど
「
ご
本
陣
」
と
尊
称
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
ご
本
陣
は
、

現
在
の
医
大
本
館
前
の
駐
車

場
一
帯
（
地
図
参
照
）
に
建

て
ら
れ
た
。
医
大
の
本
館
前

と
い
う
の
も
興
味
深
い
し
、

„
医
大
の
城
下
町
折
尾
“
と

い
う
の
も
何
か
の
縁

え
に
し

と
し
て

興
味
深
い
。

　
武
芸
・
馬
術
の
訓
練
場
は
、

そ
の
東
側
一
帯
七
〜
八
反
の

田
ん
ぼ
が
当
て
ら
れ
た
と
い

う
。

　
野
村
の
一
族
郎
党
七
十
余

名
の
生
活
物
資
の
供
給
を
目

当
て
に
、
今
ま
で
な
か
っ
た

商
家
が
建
ち
出
し
た
。
こ
れ

ら
は
現
在
の
大お

お
べ
ら平

の
郡
道
沿

い
（
医
大
の
北
側
の
道
）
で
、

今
で
い
え
ば
„

大
平
銀
座
“

と
で
も
い
う
通
り
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

悲
劇
の
家
老

　
し
か
し
、
当
時
の
流
れ
は

「
大
平
の
太
平
」
を
長
く
は

与
え
な
か
っ
た
。
や
が
て
大

政
奉
還
と
な
り
、
佐
幕
派
が

最
後
の
希
望
を
か
け
た
鳥

羽
・
伏
見
を
皮
切
り
と
す
る

戊
辰
戦
争
で
、
佐
幕
派
は
決

定
的
な
敗
北
と
な
っ
た
。

　
黒
田
長な

が
ひ
ろ溥

は
追
い
つ
め
ら

れ
、
今
度
は
佐
幕
派
の
粛
正

を
迫
ら
れ
る
。
歴
史
書
の
形

容
を
借
れ
ば
「
藩
主
長
溥
の

嘆
願
的
内
命
に
よ
り
…
」
新

政
府
へ
の
忠
誠
を
示
す
謝
罪

と
し
て
、
野
村
東
馬
ら
三
人

の
家
老
に
切
腹
を
さ
せ
て
い

る
。

　
す
な
わ
ち
長
溥
は
「
藩
の

た
め
、
頼
む
か
ら
責
任
を

被
っ
て
腹
を
切
っ
て
く
れ
」

と
、
因
果
を
含
め
て
「
嘆

願
」し
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
三
人
の
家
老

は
当
然
|

の
ご
と
く
、
自
ら

進
ん
で
従
容
と
し
て
自
刃
し

て
果
て
た
の
で
あ
る
。

　
先
の
代
官
所
の
設
置
に
よ

る
村
人
の
当
然
の
如
き
立
退

き
と
同
じ
よ
う
に
、
徳
川
三

〇
〇
年
の
封
建
制
下
で
作
り

上
げ
ら
れ
た
、
厳
然
た
る
主

従
関
係
は
、
何
の
不
自
然
さ

も
な
く
三
人
を
自
刃
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

　
そ
の
中
に
、
こ
の
折
尾
に

居
を
構
え
た
石
川
家
の
顛
末

を
拾
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
石

川
重
雄
氏
は
、
明
治
元
年
は

十
七
歳
で
あ
っ
た
が
、
芦
屋

に
あ
っ
た
郡
役
所
に
勤
め
、

さ
ら
に
明
治
二
十
年
代
は
町

　
残
さ
れ
た
郎
党
た
ち
は
、

こ
の
地
に
住
み
つ
く
者
、
福

岡
へ
引
き
揚
げ
る
者
、
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、

彼
ら
は
当
時
と
し
て
は
い
わ

ゆ
る
エ
リ
ー
ト
階
級
で
あ
り
、

そ
の
後
の
顛
末
も
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
く
、
身
を
立
て
た
者

が
多
い
。

長
を
十
七
年
間
、
そ
の
子
元

太
郎
氏
は
則
松
小
学
校
六
代

目
校
長
、
そ
の
子
博
氏
は
東

筑
高
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
で
は
退
職
し
て
則

松
に
居
住
さ
れ
て
い
る
。

大
平
で
の
お
正
月

　
さ
て
、
大
平
に
お
け
る
昔

の
士
族
の
正
月
の
模
様
は
、

地
元
の
人
た
ち
の
目
に
ど
う

映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
祖
父
た
ち
か
ら
聞
い
た
話
。

　
「
全
然
違
っ
た
世
界
の
出

来
事
の
よ
う
で
、
さ
な
が
ら

絵
巻
物
で
も
見
る
よ
う
に
、

す
べ
て
が
珍
し
く
、
豪
華
厳

粛
で
あ
っ
た
」

　
「
黒
田
五
十
二
万
石
の
大

藩
の
筆
頭
家
老
の
一
族
郎
党

の
し
き
た
り
ど
お
り
、
裃

か
み
し
も

、

袴は
か
ま

、
紋
服
も
、
平
日
の
と
は

違
っ
た
儀
式
用
の
き
ら
び
や

か
な
も
の
だ
っ
た
」

　
「
立
居
振
舞
も
言
葉
使
い

も
い
つ
も
と
違
っ
て
重
々
し

く
、
年
賀
の
あ
い
さ
つ
が
交

わ
さ
れ
て
い
た
」

　
「
子
ど
も
た
ち
の
衣
服
も
、

特
に
女
性
の
衣
服
は
目
を
見

張
る
よ
う
に
見
事
で
あ
っ

た
」

　
「
お
せ
ち
料
理
に
し
て
も
、

席
の
座
り
方
、
箸
の
と
り
方
、

ご
は
ん
や
汁
物
の
飲
み
方
ま

で
、
い
つ
も
と
は
違
っ
て
し

ず
し
ず
と
行
わ
れ
て
い
た
」

　
今
よ
り
百
数
十
年
前
の
慶

応
の
昔
、
こ
の
医
大
本
館
周

辺
で
展
開
さ
れ
た
光
景
で
あ

る
。

　
「
し
か
し
、
そ
れ
も
最
初

の
正
月
で
二
年
目
の
正
月
は
、

そ
れ
ほ
ど
派
手
で
は
な
か
っ

た
」

　
お
そ
ら
く
野
村
東
馬
も
、

心
ひ
そ
か
に
自
刃
を
決
意
し

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
伏
仰

懐
古
の
情
湧
然
た
る
も
の
が

感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

（
白
石 

止
）

　
本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
歴
史
随
筆
を
数
回
に
分
け
て

紹
介
。
当
時
の
本
紙
初
代
主
宰
、
故
白
石
止
が
し
た
た
め
た

も
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
説

と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
。

　 ４ 月 22 日、 本城市民セン タ ー（ 山下倫弘

館長） で、 29 名が参加し てふれあい昼食交

流会があった。

　 ４ 月の献立（ キ ャ ベツ の酒蒸し 、 新たま

ねぎと 豚肉のマリ ネ、 若竹汁、 ご飯、 デザー

ト のイ チゴ のム ース ） を 食生活改善推進員

本城グ ループ（ 荒牧律子代表） のヘルス メ

イ ト さ ん９ 人が調理し 、 会場づく り や配膳

を みど り の会（ 地区社会福祉協議会） の４

人が協力。 訪れた 14 人の参加者は談笑し な

がら 季節の味を 楽し んだ。 食事の後は皆で

健康体操をし て身体を整え昼食会を終えた。

　 友人と 毎回参加し て いる 枝光節子さ ん

（ 本城東２ ） は「 毎回楽し く 参加し ていま す。

塩分控えめのレ シピ が勉強になり ま す」 と

話し ていた。

平成 3 年１ 月 1 5 日

第１ ７ ４ 号掲載

激
動
の
維
新

  
黒
田
藩
家
老
、

    
こ
の
「
大
平
」
に
二
年
間
隠
棲

㊦

郷
土
の
歴
史
考
⑤

松
石
康
男
さ
ん

　
川
柳
で
「
特
選
」
受
賞

　
　

北
九
州
文
学
協
会 

文
学
賞

前
号
か
ら
の
続
き

本城市民センタ ー

バラ ンスのよい食事を
ふれあい昼食交流会

産業医大本部前、 駐車場に代官所〝ご 本陣〞が

あり 、 一族郎党の武芸場なども あっ た（ 地図）。

写真と 照合すると 、 広さ がよく わかる 。

（ 篠原廣一郎さ んのご好意により 写真撮影）

　 則松の東筑病院付近。 市道上津役

本城線の新設工事が行われて いる 。

こ の道路完成によ り 則松地域は急速

に発展を遂げた。

写真帳から 見る 時代の変遷
～樋口家アルバムから ～

医
大
本
部 武

家
屋
敷 医

大
校
舎

代
官
所

石川家

正門

医大病院

武
芸

広
場

平成 12 年

食事を楽し みながら 談笑する参加者

創業6 1年

自動車整備士さ ん募集中!!
　 　 　 　（ 家庭的な雰囲気です♪） 八幡西区美吉野町 4-30

☎（ 093） 691-1369

新築・ 増改築・ 修繕
まごこ ろと 技術の住まいづく り

Ȝ ͈̮ ◌ྵ◌ ဥΗ· Ώ

Ȝ୬ ・ Η· Ώ
配車室㈹ ☎ 6 9 1 －1 1 5 2

水巻町吉田東4-2-23

消防団員募集中！
奉仕精神のある 方、
あなたの心意気を
地域のために
生かし ま せんか

分 団 長  小南豊隆　 後援会長  秋吉泰志
活動地域  陣原、長崎、赤坂、友田など
☎６ ４ ２ －１ ９ ６ ３

分 団 長  安永晴美　 後援会長  木村栄久
活動地域  折尾、浅川
☎６ ９ ２ －１ ０ ０ ４

分 団 長  伊藤幸彦　 後援会長  綱分ふさ 代
活動地域  本城、光貞台、千代ヶ 崎など
☎６ ９ ２ －１ ０ ０ ２

３
分
団

４
分
団

５
分
団

６
分
団

分 団 長  大川勝毅　 後援会長  梶原静夫
活動地域  則松、永犬丸
☎６ ９ ２ －１ ０ ０ ３

千草歯科医院
住所 八幡西区千代ヶ 崎 3 丁目 1 4 -1 9

電話 0 9 3 -6 9 3 -1 6 7 0

時間 午前 9 :0 0～13 :0 0  午後 14 :0 0 ～18 :0 0

休診 土曜午後， 日祝日， 第1・ 3 土曜日
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